第2巻　漫画の解説111130

第３巻　漫画の解説
【解説】ストーリーの説明。わかりにくいコマの説明。
【文化】漫画に含まれる文化情報。必要があればその文化情報の説明。課との関連。
【擬音語・擬態語】漫画に出てくる擬音語・擬態語の説明。

P14

【解説】

· 場面は大連市星海中学。休み時間。
· 王、朴、夏はそれぞれカードを受け取る。朴は飛び上がるほどの喜びように、夏と王はあっけにとられている。正時覧ｈｙｏｕ　入れてもらったり、ほかの友だちを仲間に（招き）
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【解説】

· 朴が受け取ったカードは、張と美佳からもらったもので、誕生会に招待する内容だった。王は誕生会に招待されてうれしい反面、二人へのいいプレゼントが思いつかないため、困った気持ちになっている。朴や夏は金に聞けばいいと気にしていない。（張と美佳の誕生日は3月3日で同じ日である。）
【文化】

· 1コマ目：招待状カード
P16

【解説】
· 場面は美佳のマンションの玄関。金、夏、王、朴は少し緊張した面持ちでそこに到着する。4人は初めて美佳の家にやってくる。それぞれ食べ物を持ってきている。
· 美香が玄関でみんなを出迎える。美佳が母を呼ぶ。金、王は少し緊張した面持ち。

【文化】

· 5コマ目：迎え入れるときのあいさつ（→15課学習活動）。
· 6コマ目：美佳が母親を直接呼ぶときの「お母さん」という呼称。

【擬音語・擬態語】

· ガチャ：ドアが開く音。
P17

【解説】

· 美佳の母が4人を迎え入れ、部屋に通す。部屋はきれいに片付けられている。部屋の中は、日本の飾り物や中国の飾り物がある。

【文化】

· １、２コマ目：迎え入れるとき、家におじゃまするときのあいさつ（→15課学習活動）
· ３コマ目：中国風の飾り（中国結びを使ったもの、亀の置物などがある）
· 5コマ目：サイドテーブルに生け花が飾ってある。テレビの奥には雛人形が少し見える。

P17

【解説】

· 部屋には先に到着していた張がいた。4人は張と美佳にプレゼントを渡す。

· 4人は、部屋に飾ってある雛人形に驚く。

【文化】

· ２、３コマ目：誕生日を祝う。日本でもよく誕生日にともだちにお祝いのことばを伝えたり、プレゼントを贈ったりする。（→16課学習活動）プレゼントの包装（→16課日本語の広場）
· ５コマ目：雛人形（→付録年中行事）。張と美佳の誕生日である3月3日は、日本では「ひな祭り」であり、女の子が健やかな成長と幸せを祝う。女の子がいる家庭では、漫画にあるような雛人形を飾ったり、菱餅、ひなあられ、散らし寿司などを食べたりする。

· 雛人形は、階段状の各段に、それぞれの所定の人形が飾られる。美佳の家の雛人形は7段飾りである。人形は平安時代の装束を身につけている。最近は、飾るのにスペースをとらない一段飾りの雛人形なども増えている。
一段目：お内裏さま（男）とお雛さま（女）

二段目：宮中に仕える女官3人

三段目：能を奏でる楽士５人

四段目：随身（右大臣と左大臣）（貴族の警護を担当）
五段目：仕丁3人。（貴族が外出するときの従者）
六段目：道具（食器、たんす、お化粧道具など）

七段目：道具（駕籠（かご）、牛車など）
P19
【解説】

· １、２、３コマ目：ひな人形のアップ。

· 王が美佳の母に雛人形がきれいだと思う。美佳の母は雛人形の説明をしてくれる。

· 美佳が母に金と王を紹介する。夏は自己紹介をする。
【文化】
· 1コマ目：雛人形の7段目に飾られている牛車。

· ２コマ目：雛人形の4段目に飾られている随身。
· 3コマ目：雛人形の1段目に飾られているお雛さま。手には扇子を持ち、十二単衣を着ている。
P20

【解説】

· 張は金が普段と違っておしゃれをしているのに気がつく。金も張が気づいてくれてうれしくなり、くるっと回って服をみんなに見せる。美佳の母も張の格好をほめる。すると、朴が同じように夏の服をほめてふざける。夏もわざとかわいらしい声で「ありがとう」と言ってふざけてみせる。みんながそれをみて、大笑いをする。
【擬音語・擬態語】

· クルッ：軽快にまわる様子。

· キャッ：驚いたり、うれしいと思ったときに出る、かわいらしい高い声。
· アハハハハ：大きな声で笑っている声。

P21

【解説】

· テーブルの上には、日本料理、中華料理、朝鮮族・韓国料理などいろいろな料理が並んでいる。

· 台所から張のお母さんが出てくる。美佳のお母さんはみんなに席に着くように促す。

【文化】

· １コマ目：テーブルの上にある料理は、フライドチキン、キムチ、朝鮮族・韓国料理の海苔巻き、中華料理の蒸し魚、日本料理の散らし寿司。日本では3月3日のひな祭りのとき、よく散らし寿司を食べる。（→16課学習活動）
P22

【解説】
· 部屋を暗くして、みんなが誕生日の歌を歌っているところに、誕生日のケーキが運ばれてくる。張と美佳はケーキのろうそくの火をいっしょに消す。食事が始まる。

【文化】

· １、２、３コマ目：誕生日の祝い方（誕生日の歌を歌う、ケーキ、ケーキの上のろうそく）

【擬音語・擬態語】

· ワイワイ：たくさんの人が同時に大きな声でしゃべっている様子。

· ガヤガヤ：たくさんの人が同時に自由にしゃべっている様子。

P23

【解説】

· みんなで食事をしている。美佳はキムチを食べるが、その辛さに涙が流しながらも、おいしいと言ってみんなに笑われる。美佳は金に食習慣（キムチ）について質問をする。

【文化】

・6コマ目：朝鮮族の食習慣（キムチ）。

【擬音語・擬態語】

· ぱく：食べ物を一口で口に入れる様子。
· カアアアーッ：急激に体が熱くなったり、顔が赤くなったりする様子。

· アハハハハ：大きな声で笑った声。
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【解説】

· テーブルの上の料理がほとんどなくなる。美佳は、みんなに家の中を案内する。まず、連れて行ったのは父親の書斎。そこには父親が好きな日本の漫画がたくさん並んでいるのをみて、王や金は驚く。
【文化】

· ４コマ目～：家の様子や間取り。漫画で案内しているのは中国のマンション。日本の

家の様子は、14課学習活動、付録を、間取りは付録を参考。
· 6コマ目：日本では漫画が老若男女から人気があるが、中国の物語を原作にした漫画も　　ある。中国の物語の原作は読んだことはないが、漫画から物語を知っているという人も多くいる。

【擬音語・擬態語】

・ガチャ：ドアを開ける音

P25

【解説】

· 美佳の父親が漫画好きなのを知って、夏はうらやましがる。夏は日本のアニメが好きなのだが、見ているとよく親に怒られる（３コマ目）。

· 朴と金はゲームで遊びたいと思い、美佳にゲームがどこにあるかを聞く。二人は美佳に好きなゲームを聞かれ「歴史もの」だと答える。

· 「うーん……」は擬音語擬態語ではなく、何かを考えているときに自然に出てくる声である。
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【解説】

· 美佳の部屋。部屋には写真やトランペットやぬいぐるみなどが飾られている。朴と金はゲームをしている。王は写真に写っている人がだれなのか美佳に尋ねる。

P27

【解説】

· 美佳は写真にうつっている人を紹介する。金もほかの写真について美佳に尋ねる。それは美佳のお兄さんの写真であった。美佳は兄を紹介する。張は壁にはってある写真が気になっている。

【文化】

· ３コマ目：人気のあるスポーツ。（→26課コラム）
· 5コマ目：日本のプロサッカーチームはそれぞれ本拠地をもっている。横浜にはプロのサッカーチームが２つある（→Ｐ114～115すごろく）。
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【解説】

· 張は壁にはってある横浜の写真をみて、大連と似ていると言う。2コマ目は、横浜みなとみらい地区を、船から撮影した写真。
· 王は美佳の本棚に『竹取物語』の本を見つける。『竹取物語』の主人公たちが着ている服と居間に飾ってある雛人形の服が似ていることに気がつく。

【文化】

· １コマ目：横浜も大連も港町である（→付録Ｐ113）。また、横浜港と大連港は友好港でもある（→Ｐ114～115 すごろく）
· ４、５コマ目：「竹取物語」は平安時代に書かれたもので、日本で最初の物語文学と言われている。雛人形の人形は平安時代の宮中の装束をまとっているので、王は服が似ていると気がついた。
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【解説】

· 王は『竹取物語』を開いてみてみる。挿絵に見入る。２コマ目と３コマ目は、本に描かれていた挿絵。
· 第5巻の漫画では、美佳が日本に帰国することになる。空港で美佳を見送るとき、王は『竹取物語』のかぐや姫が天に帰っていく光景を頭に浮かべる場面が出てくる。第３巻ではその場面の伏線として、『竹取物語』を出している。
【文化】

· 『竹取物語』（別名：かぐや姫）の主人公「かぐや姫」は、光り輝く竹から生まれ、おじいさん、おばあさん夫婦に育てられる。美しく育ったかぐや姫は、多くの若者から結婚の申し込みを受けるが、だれとも結婚しなかった。そして、11月15日の夜、かぐや姫は生まれ故郷の月に帰っていく。

· 漫画の2コマ目は、若者たちがかぐや姫に一目会おうと彼女の家の前にやってきた場面。３コマ目はかぐや姫と育ての親であるおじいさんとおばあさん。
· 『竹取物語』
http://iroha-japan.net/iroha/D02_folktale/01_kaguyahime.html
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【解説】

· 金はトランペットが置いてあるのに気がついて、美佳に吹いてもらう。（美佳は日本の中学校ではブラスバンド部に入っていた（第１巻漫画））。

· 台所では美佳の母と張の母がいっしょに食事の片づけをしている。
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【解説】

・美佳の母と張の母は、片づけをしながらおしゃべりをしている。そのとき、美佳が吹くトランペットの音が響きわたる。それを聞いた美佳の母は、何も言わず足早に美佳の部屋に向かう。
【擬音語・擬態語】
· パッパーッ：トランペットの音。
· ドキドキ：緊張している様子。
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【解説】

· 美佳は楽しそうにトランペットを吹いている。そこに母親が来て、家の中でトランペットを吹かないように強く注意する。ほかのみんなは、美佳の母親の様子に小さくなる。朴がサッカーの試合でトランペットを吹いてもらおうと提案する。王も女の子３人にサッカーの試合に来てほしいという。

P33

【解説】

· みんなが朴と王の話に乗り気になる。金は太鼓、横断幕、おそろいのシャツを提案をする。夏はうれしくなり、みんなで買い物に行くことを提案する。朴も賛成する。張は男の子3人の喜びようを見て、サッカーをやる側なのに応援側の準備に張り切りすぎだと突っ込みを入れる。6人はサッカーの試合、応援に向けてがんばろうと意気投合する。
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